
平
安
時
代
寺
院
聖
教
と
古
記
録
の
研
究

代
表
者

東

舘

紹

見

宮

健

司

頼

富

本

宏

赤

尾

栄

慶

杉

本

理

堅

田

理

は

じ

め

に

本
研
究
の
目
的
は
、
大
谷
大
学
博
物
館
所
蔵
の

春
記

長
久
二
年
（
一
〇
四
一
）
二
月
条
（
記
主
藤
原
資
房

一
〇
〇
七
〜
一
〇
五
七

・
重
要

文
化
財
・
巻
子
装
・
一
巻
）
の
紙
背
に
書
写
さ
れ
て
い
る
聖
教
の
検
討
作
業
を
通
じ
て
、
古
記
録
（
日
記
）
本
文
と
紙
背
聖
教
と
の
関
係
を
整
理
・

研
究
す
る
こ
と
に
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
度
（
平
成
十
九
年
度
）
の
共
同
研
究
に
お
い
て
は
、
本
学
博
物
館
所
蔵

春
記

の
紙
背
に
書
写
さ
れ
た
東
密
僧
寛
有
の
著
作

顕
密
立
教
差
別
記

と
本
文
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
特
に
二
〇
〇
四
年
度
、
二
〇
〇
五
年
度
に
行
わ
れ
た
本
研
究
所
に
お
け
る
共
同
研



究

平
安
時
代
古
記
録
の
研
究

（
代
表
者

佐
々
木
令
信
）
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
に
導
か
れ
つ
つ
、
諸
写
本
の
調
査
、
関
連
諸
史
料
の
収
集
・

検
討
は
も
と
よ
り
、
文
献
史
学
、
国
語
学
、
仏
教
学
等
の
成
果
を
援
用
し
、
総
合
的
な
検
討
を
進
め
て
き
た
。

右
の
研
究
の
経
緯
と
そ
の
成
果
に
基
づ
き
、
本
報
告
で
は
、
ま
ず

顕
密
立
教
差
別
記

の
著
者
寛
有
と
そ
の
周
辺
、
特
に
家
系
と
法
系

に
注
目
し
、
著
名
な
東
密
の
学
匠
と
し
て
の
彼
の
人
物
的
・
社
会
的
な
背
景
を
提
示
し
、
併
せ
て
彼
の
著
述
が
多
く
記
さ
れ
る
東
寺
本

春

記

紙
背
の
聖
教
の
成
立
と
内
容
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
本
を
中
心
に
検
討
し
、
こ
う
し
た
聖
教
類
が
書
写
さ
れ
た

背
景
に
つ
い
て
検
討
・
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一

顕
密
立
教
差
別
記

著
者
寛
有
の
家
系

東
密
僧
寛
有
は
、
生
没
年
不
詳
で
あ
る
が
、

血
脈
類
集
記

で
は
、
藤
原
有
家
（
？
〜
一
一
三
三
）
の
息
で
あ
り
、
仁
和
寺
兼
意
付
法
の
弟

子
と
し
て
石
山
寺
に
お
い
て
伝
法

頂
を
授
け
ら
れ
、

柿
御
園
少
将
阿

梨

と
号
し
た
旨
の
記
載
が
存
す
る
。

ま
た
、
平
安
時
代
の
貴
族
社
会
の
家
系
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る

尊
卑
分
脈

に
は
、
寛
有
の
父
で
あ
る
藤
原
有
家
に
つ
い
て
、
父
中

納
言
藤
原
能
季
・
母
若
狭
守
源
信
房
女
と
あ
る
。
能
季
の
父
は
、
藤
原
道
長
の
息
頼
宗
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
寛
有
は
道
長
の
玄
孫
に
あ
た

る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

尊
卑
分
脈

の
、
有
家
の
息
で
正
四
位
下
少
納
言
能
忠
の
箇
所
に
は
、
母
右
衛
門
佐
知
綱
女
と
あ
る
横
に
、

世

号
柿
御
園
少
納
言

と
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
有
の
兄
弟
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
能
忠
が

柿
御
園
少
納
言

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
も
併
せ

て
注
意
し
て
お
き
た
い
。

で
は
、
次
に
寛
有
の
家
系
の
内
、
祖
父
藤
原
能
季
・
父
藤
原
有
家
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
証
を
進
め
て
み
た
い
。

寛
有
の
祖
父
藤
原
能
季
（
一
〇
三
八
〜
一
〇
七
七
）
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
藤
原
道
長
の
息
頼
宗
の
五
男
で
あ
る
。
そ
の
官
歴
は
、

公

卿
補
任

康
平
七
年
（
一
〇
六
四
）
条
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
従
五
位
下
に
叙
爵
さ
れ
た
の
は
、
後
冷
泉
天
皇
の
時
代
、
永
承
三
年
（
一

〇
四
八
）
、
能
季
十
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
比
較
的
早
い
年
齢
で
の
叙
爵
に
は
、
当
時
内
大
臣
で
あ
り
、
後
冷
泉
天
皇
の
東
宮
時
代

平安時代寺院聖教と古記録の研究



に
東
宮
大
夫
を
務
め
て
い
た
父
頼
宗
の
政
治
的
影
響
力
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
能
季
が
、
永
承
七
年
、
一
四

歳
で
早
く
も
昇
殿
を
許
さ
れ
、
侍
従
に
任
官
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
同
様
の
影
響
が
う
か
が
え
よ
う
。

こ
こ
で
、
後
冷
泉
朝
に
お
け
る
藤
原
頼
宗
の
政
治
的
位
置
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
頼
宗
の
父
道
長
の
子
孫
は
、
そ
の
室
で
あ
る

源
雅
信
女
倫
子
の
系
統
と
源
高
明
女
明
子
の
系
統
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
、
さ
ら
に
倫
子
の
系
統
で
は
、
長
子
頼
通
の
系
統
と
次
子
教
通
の
系

統
と
が
存
在
し
た
。
道
長
の
三
男
で
あ
る
頼
宗
は
、
こ
の
う
ち
明
子
の
系
統
の
第
一
子
、
す
な
わ
ち
筆
頭
の
位
置
に
あ
っ
た
。
藤
原
能
季
が

叙
爵
し
た
永
承
三
年
の
段
階
に
お
い
て
、
明
子
の
系
統
で
は
、
頼
宗
が
内
大
臣
で
あ
っ
た
の
を
は
じ
め
、
頼
宗
の
息
男
の
う
ち
、
兼
頼
・
俊

家
が
権
中
納
言
、
能
長
が
参
議
に
、
そ
し
て
頼
宗
の
弟
能
信
が
権
大
納
言
に
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
て
お
り
、
一
つ
の
政
治
勢
力
を
形
成
し
て

い
た
。

春
記

の
記
主
藤
原
資
房
は
、
彼
ら
と
は
別
の
系
統
に
属
す
る
が
、
同
記
の
永
承
七
年
四
月
四
日
条
に
お
い
て
、
藤
原
頼
宗
の
子
兼

頼
・
俊
家
・
能
長
の
三
兄
弟
を
名
指
し
て
次
の
よ
う
に
非
難
し
て
い
る
。

件
兄
弟
三
人
当
世
之
凶
乱
人
也
、
天
下
無
不
嘆
息
、
京
中
悪
事
出
自
此
三
人
、
凡
近
来
枝
葉
之
権
門
各
相
凌
之
内
、
尋
常
之
人
已
失
処
、

藤
原
資
房
の
個
人
的
性
格
や
記
述
姿
勢
を
割
り
引
い
て

え
る
必
要
は
あ
る
が
、
藤
原
頼
宗
・
能
信
兄
弟
を
中
心
と
す
る
政
治
勢
力
が
、
後

冷
泉
朝
に
お
い
て
、
一
定
の
政
治
的
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
こ
の
記
事
は
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
寛
有
の
祖
父
藤
原
能
季
が

貴
族
社
会
の
仲
間
入
り
を
し
た
時
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

藤
原
能
季
は
、
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
従
四
位
下
、
康
平
二
年
（
一
〇
五
九
）
正
四
位
下
を
経
て
同
四
年
に
は
二
十
三
歳
の
若
さ
で
少
納
言

兼
蔵
人
頭
に
任
官
、
同
六
年
に
近
衛
中
将
兼
蔵
人
頭
と
な
っ
て
い
る
。
当
該
期
一
般
に
、
蔵
人
頭
へ
の
昇
進
ル
ー
ト
に
は
、
実
務
へ
の
練
達

が
要
求
さ
れ
る
弁
官
と
い
う
官
職
を
経
て
任
官
す
る
ル
ー
ト
（
こ
の
場
合
、
蔵
人
頭
は

頭
弁

と
称
さ
れ
た
）
と
、
近
衛
中
将
を
経
由
し
て
任
官

す
る
ル
ー
ト
（
こ
の
場
合
は

頭
中
将

と
称
さ
れ
た
）
の
二
つ
が
あ
っ
た
。
能
季
の
よ
う
な
公
達
の
場
合
、
右
の
う
ち
、
弁
官
ル
ー
ト
で
は
な

く
、
近
衛
中
将
ル
ー
ト
を
経
て
蔵
人
頭
に
任
官
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
能
季
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
少
納
言
に
在

任
の
ま
ま
蔵
人
頭
と
な
り
、
そ
の
後
、
近
衛
中
将
兼
蔵
人
頭
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
能
季
の
と
っ
た
異
例
と
も
い
え
る
昇
進
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ル
ー
ト
の
背
景
に
は
、
藤
原
頼
通
、
同
教
通
、
同
頼
宗
・
能
信
と
い
う
三
つ
の
政
治
勢
力
が
互
い
に

抗
し
て
い
た
後
冷
泉
朝
に
お
け
る
政

治
的
状
況
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

そ
の
後
も
能
季
は
順
調
に
昇
進
し
、
康
平
七
年
（
一
〇
六
四
）
、
二
十
六
歳
で
参
議
近
衛
中
将
（
宰
相
中
将
）
と
な
っ
て
公
卿
に
列
し
、
翌
八

年
に
は
父
藤
原
頼
宗
の
譲
り
を
受
け
て
従
三
位
と
な
り
、
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
に
は
権
中
納
言
に
昇
任
し
て
い
る
。
ま
た
、
能
季
の
官
歴

に
お
い
て
留
意
さ
れ
る
の
は
、
彼
が
近
江
介
・
近
江
権
守
を
歴
任
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
息
有
家
（
寛
有
の
父
）
も
近
江
介
を
務
め
て
い

る
が
、
後
述
す
る
ご
と
く
、
こ
の
こ
と
と
、
孫
に
当
た
る
寛
有
の
近
江
で
の
活
動
と
の
間
に
は
関
連
性
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
公
卿
と
し
て
活
動
し
て
い
た
藤
原
能
季
で
あ
る
が
、
承
暦
元
年（
一
〇
七
七
）
、
三
十
九
歳
に
至
っ
て
、
当
時
流
行
し
た
疱
瘡
の

た
め
に
急
逝
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
能
季
が
中
納
言
在
任
の
ま
ま
死
去
し
た
こ
と
は
、
次
に
述
べ
る
息
有
家
の
官
途
に
影
響
を
与
え

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

続
い
て
、
寛
有
の
父
に
当
た
る
藤
原
有
家
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
。
前
述
の
藤
原
能
季
に
は
、

尊
卑
分
脈

に
確
認
で
き
る
だ
け

で
、
有
家
・
実
覚
（
園
城
寺
）
・
季
覚
（
延
暦
寺
）
・
宗
覚
（
興
福
寺
）
・
陽
伊
（
園
城
寺
）
の
五
人
の
男
子
が
い
る
。
実
覚
・
季
覚
の
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
宗
覚
は
南
京
三
会
の
已
講
を
経
て
大
僧
都
と
な
り
、
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
入
滅
、
陽
伊
は
法
橋
上
人
位
と
な
り
天
承
二
年
（
一

一
三
二
）
に
入
滅
し
て
い
る
。
能
季
の
息
男
の
う
ち
、
有
家
を
除
く
す
べ
て
の
者
が
出
家
し
僧
侶
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
能
季
が
中
納
言
在

任
の
ま
ま
三
十
九
歳
で
急
逝
し
た
こ
と
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

藤
原
有
家
の
経
歴
に
つ
い
て

え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
注
意
す
べ
き
史
料
は
、

朝
野
群
載

巻
第
七
に
所
収
さ
れ
る
、
長
治
三
年
（
一
一

〇
六
）
閏
二
月
二
十
六
日
付
で
有
家
が
提
出
し
た

罷
右
近
衛
少
将
職
状

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
有
家
が
近
衛
少
将
に
任
官
し
た
の
は

承
保
二
年
（
一
〇
七
五
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
年
に
お
け
る
父
能
季
の
年
齢
（
三
十
七
歳
）
、
及
び
当
該
期
の
貴
族
社
会
に
お
け
る
官
位
昇
進

の
慣
例
等
を
勘
案
す
れ
ば
、
有
家
の
右
の
職
へ
の
就
任
は
十
代
の
こ
と
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

有
家
の
近
衛
少
将
就
任
の
時
点
で
、
父
藤
原
能
季
は
従
二
位
権
中
納
言
の
地
位
に
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
で
の
有
家
に
は
、
父
の
後
見
の
下
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で
公
卿
の
一
男
と
し
て
の
順
調
な
官
途
の
昇
進
が
予
想
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
前
述
の
通
り
、
翌
々
年
の
承
暦
元
年
、
父
能
季

は
疱
瘡
の
た
め
急
逝
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
有
家
は
、
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
二
十
歳
代
で
従
四
位
上
に
昇
叙
さ
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
官
職
は
長
治
三
年
（
一
一
〇
六
）
に
辞
職
す
る
ま
で
の
間
、
近
衛
少
将
に
止
ま
っ
て
い
る
。
先
に
も
触
れ
た
が
、
一
般
に
、
藤
原
頼

宗
｜
能
季
と
い
う
上
達
部
（
公
卿
）
の
家
格
の
貴
族
は
、
近
衛
府
ル
ー
ト
で
の
昇
進
に
よ
り
、
五
位
少
将
｜
四
位
少
将
｜
中
将
を
経
由
し
て
、

蔵
人
頭
兼
近
衛
中
将
と
な
り
、
さ
ら
に
公
卿
へ
と
累
進
す
る
と
い
う
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
藤
原
有
家
は
、
四
位
右
少
将
を
経
て

寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
に
四
位
左
少
将
に
昇
進
し
て
以
後
、
官
職
は
少
将
よ
り
進
む
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
能
季
の
息
男
と
し
て
、

ひ
と
り
官
界
に
留
ま
っ
た
有
家
の
昇
進
に
も
、
兄
弟
た
ち
の
出
家
の
事
情
と
同
様
に
、
や
は
り
そ
こ
に
父
能
季
の
急
死
の
影
響
を
少
な
か
ら

ず

え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

藤
原
有
家
の
官
歴
に
お
い
て
、
上
記
の
事
情
の
他
に
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
寛
治
三
年
と
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
の
二
度
に
わ
た
り
近

江
介
に
就
任
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
有
家
の
父
能
季
が
近
江
介
・
近
江
権
守
を
歴
任
し
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
通
り
で
あ
り
、
寛
有
の
父
祖

が
、
二
代
に
わ
た
り
近
江
介
・
近
江
権
守
に
任
官
し
て
い
た
こ
と
は
、
寛
有
が
近
江
を
活
動
基
盤
の
一
つ
と
し
て
い
た
理
由
を

え
る
上
で
、

示
唆
的
事
実
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

顕
密
立
教
差
別
記

を
著
し
た
寛
有
は
、
近
江
石
山
寺
で
伝
法

頂
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
寛
有
の
著
書

四
種
大
乗
浅
深

記

（

春
記

紙
背
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
）
は
、
そ
の
奥
書
に
永
万
二
年
（
一
一
六
六
）
光
明
寺
で
著
し
た
旨
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
神
田

茂
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
光
明
寺
は
近
江
に
存
在
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
寛
有
の
著
作

大
日
経
秘
要
抄

な
ら
び
に

秘
密
十
地

研
鏡
抄

の
写
本
は
、
近
江
石
山
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
寛
有
を
め
ぐ
る
種
々
の
事
実
は
、
彼
の
活
動
基
盤
の
ひ
と
つ

が
近
江
国
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
可
能
と
し
た
ひ
と
つ
の
要
因
と
し
て
、
寛
有
の
祖
父
藤
原

能
季
・
父
有
家
が
、
近
江
権
守
・
近
江
介
を
歴
任
す
る
こ
と
を
通
じ
、
同
地
に
何
ら
か
の
地
縁
的
な
人
的
交
流
や
社
会
的
基
盤
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
が

え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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次
に
、
藤
原
有
家
の
近
衛
少
将
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
記
し
て
お
こ
う
。
彼
の
活
動
は
、
藤
原
宗
忠
の
日
記

中
右
記

、
藤
原
忠
実
の

日
記

殿
暦

に
散
見
す
る
。
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
摂
関
家
の
藤
原
忠
実
宅
に
し
ば
し
ば
伺
候
し
て
い
る
こ
と
、
忠
実
の

子
忠
通
が
初
め
て
昇
殿
を
許
さ
れ
参
内
す
る
際
に
随
伴
し
て
い
る
こ
と
、
忠
実
が
上
表
を
提
出
し
た
際
に
、
有
家
が
そ
の
使
者
を
務
め
て
い

る
こ
と
、
忠
実
の
大
叔
母
寛
子
（
藤
原
頼
通
女
）
が
、
四
条
東
洞
院
の
有
家
宅
に
一
時
的
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
四
点
を
挙
げ
て
お

き
た
い
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
は
、
有
家
が
摂
関
家
の
忠
実
と
主
従
的
な
つ
な
が
り
を
結
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、
官
途
昇
進
を
目
指
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
の
除
目
に
お
い
て
、
藤
原
有
家
は
左
少
将
か
ら
右
少
将
に
降
格
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
翌
三
年
一
月
の

月
奏

に
よ
れ
ば
、
有
家
は
、
長
治
二
年
十
二
月
に
は
一
度
も
勤
務
し
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
翌
年
、
先
に
も
用
い
た

罷
右
近
衛
少
将
職
状

を
提
出
し
、
病
気
を
理
由
に
右
近
衛
少
将
職
を
辞
任
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
後
の
藤
原
有
家
の
動
静
は
、
史
料
か
ら
確
認
で
き
な
く
な
る
が
、

中
右
記

長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
五
月
二
十
八
日
条
に

已
講

宗
覚
依
有
家
入
道
夜
前
卒
去
不
参
也

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
有
家
は
出
家
入
道
後
、
長
承
二
年
に
死
去
し
て
い
た
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

以
上
、
本
節
で
は
、
寛
有
の
祖
父
藤
原
能
季
・
父
藤
原
有
家
を
め
ぐ
り
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
の
成
果
に
よ
り
、

顕
密
立
教
差
別
記

の
著
者
寛
有
に
つ
い
て
、
彼
の
人
物
的
・
社
会
的
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
次
節
で
は
、
東
寺
本

春
記

紙
背
聖

教
と
寛
有
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二

東
寺
本

春
記

紙
背
聖
教
と
寛
有

本
節
で
は
、
東
寺
本

春
記

紙
背
聖
教
と
寛
有
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

大
谷
大
学
博
物
館
所
蔵
の

春
記

（
一
巻
・
巻
子
・
重
要
文
化
財
）
の
紙
背
聖
教
を
め
ぐ
っ
て
は
、
長
ら
く
寛
有
の

大
日
経
秘
要
抄

と
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さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
村
上
泰
教
氏
の
研
究
に
よ
り
、
同
じ
寛
有
の
著
作

顕
密
立
教
差
別
記

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

本
報
告
で
は
、
か
か
る
近
年
の
研
究
成
果
に
導
か
れ
つ
つ
、
東
寺
本

春
記

紙
背
聖
教
に
関
し
て
、
寛
有
と
の
関
連
を
中
心
に
述
べ
て
ゆ

き
た
い
と
思
う
。

東
寺
本

春
記

は
、
同
史
料
の
諸
本
の
う
ち
で
も
最
古
の
も
の
と
み
な
さ
れ
る
平
安
時
代
末
の
写
本
で
、
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
八

巻
、
京
都
国
立
博
物
館
に
三
巻
、
大
谷
大
学
博
物
館
に
一
巻
が
、
各
々
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
紙
背
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
八
巻
に
お
い
て
は
、
第
一
巻
に

秘
密
曼
荼
羅
正
妙
抄

（
著
者
不
明
）
、
第

二
巻
か
ら
第
八
巻
に

大
日
経
秘
要
抄

第
一
〜
第
五
（
寛
有
著
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
三
巻
に
は
、
第
一

巻
に

秘
密
十
地
研
鏡
抄

（
寛
有
著
）
、
第
二
巻
に

如
法
尊
勝
法
支
度
文
書

（
勝
賢
筆
写
）
、
第
三
巻
に

四
種
大
乗
浅
深
記

（
寛
有
著
）
が

記
さ
れ
る
。
大
谷
大
学
博
物
館
所
蔵

春
記

紙
背
聖
教
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

東
寺
本

春
記

の
紙
背
を
め
ぐ
っ
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
東
密
系
の
聖
教
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
就
中
、
そ
の

東
密
僧
寛
有
の
著
作
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
る
点
に
最
大
の
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

寛
有
の
家
系
及
び
人
物
的
・
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
は
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
彼
の
法
系
及
び
事
績
に
つ
い
て
は
、

血

脈
類
集
記

に
兼
意
付
法
の
弟
子
で
あ
り

柿
御
園
少
将
阿

梨

と
号
し
た
と
あ
る
他
、

伝
燈
広
録

に
も

広
沢
論
匠

等
と
あ
り
、

ま
た
海
恵
の

密
宗
要
決
抄

第
三
に
も
彼
の
真
言
教
学
の
一
端
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、
彼
が
、
多
く
の
教
学
的

な
著
述
を
残
し
、
学
匠
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
同
時
代
に
お
け
る
古

記
録
な
ど
諸
史
料
の
中
に
未
だ
そ
の
名
を
見
出
し
得
て
お
ら
ず
、
生
没
年
を
は
じ
め
、
基
本
的
な
事
績
に
つ
い
て
は
な
お
不
明
な
部
分
が
多

い
。
今
後
の
研
究
に
期
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
、
東
寺
本

春
記

紙
背
の
聖
教
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
報
告
を
進
め
て
い
き
た
い
。
就
中
、
本
報
告
で
は
、
数
度
に
わ
た
り
閲

覧
・
調
査
し
た
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵

春
記

三
巻
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
と
し
、
以
下
、
巻
ご
と
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
つ
つ

察
を
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加
え
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

第
一
巻
は
、
縦
二
八
・
七
セ
ン
チ
、
長
一
七
九
〇
・
三
セ
ン
チ
、
界
高
二
四
・
八
セ
ン
チ
、
全
三
十
五
紙
。
本
文
に
は
長
暦
四
年
（
一
〇
四

〇
）
八
月
三
日
よ
り
三
十
日
条
を
収
め
る
。
紙
背
に
は
、
巻
末
よ
り
第
三
紙
前
半
に
か
け
て
、

秘
密
十
地
研
鏡
抄

が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
用
い
ら
れ
て
い
る
訓
点
が
御
室
仁
和
寺
系
統
の
円
堂
点
で
あ
る
こ
と
や
ヲ
コ
ト
点
の
形
状
な
ど
か
ら
、
従

来
言
わ
れ
て
き
た
通
り
、
平
安
時
代
末
の
書
写
と
見
て
よ
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
著
者
寛
有
の
置
か
れ
た
状
況
と
矛
盾
せ

ず
、
当
該
期
の
寺
院
史
料
と
し
て
極
め
て
高
い
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

春
記

本
文
と
紙
背

秘

密
十
地
研
鏡
抄

の
書
写
年
代
に
つ
い
て
、
さ
ほ
ど
時
間
的
懸
隔
が
な
い
こ
と
等
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の

秘
密
十
地
研
鏡
抄

に
つ
い
て
、
村
上
泰
教
氏
は
、
滋
賀
県
石
山
寺
所
蔵
の
平
安
末
写
本
の
外
題
に

寛
有
作

と
あ
る
こ
と
、

ま
た

密
宗
要
決
抄

と
い
う
史
料
に
、
寛
有
の
著
作
中
に
真
言
十
地
に
言
及
し
た
も
の
が
あ
る
旨
の
記
載
が
存
す
る
こ
と
等
を
根
拠
と
し

て
、
そ
の
著
者
を
寛
有
に
比
定
し
て
い
る
。
妥
当
な
見
解
と
い
う
べ
き
で
、
二
〇
〇
五
年
度
の

平
安
時
代
古
記
録
の
研
究

班
の
調
査
段

階
に
お
い
て
既
に
寛
有
の
著
述
と
し
て
比
定
さ
れ
て
い
た
諸
聖
教
に
加
え
、
本

秘
密
十
地
研
鏡
抄

も
ま
た
寛
有
の
著
述
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
点
は
、
こ
れ
ら
東
寺
本

春
記

の
特
徴
・
性
格
を
明
確
に
す
る
上
で
、
よ
り
大
き
な
手
が
か
り
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
第
二
巻
は
、
縦
二
七
・
九
セ
ン
チ
、
長
八
一
三
・
八
セ
ン
チ
、
界
高
二
三
・
八
セ
ン
チ
、
全
十
五
紙
。
本
文
に

は
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
四
月
条
よ
り
六
月
十
日
条
ま
で
を
収
め
る
が
、
尾
欠
で
あ
る
。
巻
末
よ
り
一
五
紙
に
か
け
て
、
鳥
羽
上
皇
の
院
宣

案
や
勧
修
寺
寛
信
の
請
文
・
巻
数
（
祈
禱
の
報
告
書
）
・
注
進
等
、
如
法
尊
勝
法
関
係
の
支
度
文
書
二
〇
通
が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
続
け
て

已

上
雑
々
日
記
等
院
宣
書
状
随
見
及
書
／
留
了
為
後
代
尤
可
備
亀
鏡
者

／
勝
賢

と
の
奥
書
が
あ
る
。
こ
こ
に
書
写
者
と
し
て
名
が
見
え
る

勝
賢
（
一
一
三
八
〜
九
六
）
は
、
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
息
で
、
醍
醐
寺
座
主
や
東
大
寺
別
当
を
歴
任
し
た
当
該
期
を
代
表
す
る
東
密
僧
で
あ

る
。
実
際
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
本
文
に
関
し
て
は
、
そ
の
筆
致
な
ど
か
ら
複
数
の
人
物
に
よ
り
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
勝
賢
の
奥
書
は
、
校
閲
・
監
督
者
の
意
味
で
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

え
ら
れ
る
。
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こ
の

如
法
尊
勝
法
支
度
文
書

（
以
下
、

支
度
文
書

と
略
称
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
醍
醐
寺
勝
賢
が
如
何
な
る
目
的
で
書
写
し
た
の

か
が
論
点
と
し
て
設
定
さ
れ
よ
う
。
以
下
に
は
、
か
か
る
論
点
で
議
論
を
進
め
る
前
提
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
整
理
し
て
み

た
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
第
一
に
、
彼
を
中
心
と
す
る
僧
侶
の
グ
ル
ー
プ
が
、

春
記

を
料
紙
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
史
料
を

雑
々
日
記

（
前

掲
勝
賢
奥
書
の
語
）
と
し
て
参
照
し
書
写
を
行
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

本

支
度
文
書

の
内
容
と
し
て
中
心
と
な
る
部
分
は
、
勧
修
寺
寛
信
（
一
〇
八
五
〜
一
一
五
三
）
が
主
宰
し
た
如
法
尊
勝
法
の
修
法
に
つ
い

て
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
寛
信
主
宰
の
如
法
尊
勝
法
に
つ
い
て
詳
述
し
た
著
作
と
し
て
は
、
既
に
勝
賢
の
師
実
運
（
明
海
）
に
よ
る
著
作

秘

蔵
金
宝
鈔

巻
二
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
実
運
は
、
こ
の
寛
信
主
宰
の
如
法
尊
勝
法
に
実
際
に
出
仕
も
し
て
お
り
、
ま
た
一
方
で
、
勝

賢
が
こ
の

秘
蔵
金
宝
鈔

を
所
持
し
て
い
た
事
実
も
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
聖
教
と
勝
賢
筆
写
の
本

支
度
文
書

と

を
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
注
進
の
部
分
な
ど
に
お
い
て
字
句
が
異
な
る
箇
所
が
多
く
、
直
接
、

秘
蔵
金
宝
鈔

を
参
照
し
作
成
し
た
と
は

言
い
難
い
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

秘
蔵
金
宝
鈔

は
、
聖
教
の
中
で
も
、
一
定
の
主
題
に
沿
っ
て
記
さ
れ
、
一
個
の
作
品
と
し
て
完
結
し
て
い
る

抄
物

と
称
さ
れ
る

範

に
属
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
修
法
の
支
度
記
録
等
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
記
し
置
い
た
も
の
は
、
以
下
に
記
す
よ
う
に

日
記

と
称

さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
本

支
度
文
書

と
似
通
っ
た
性
格
を
持
つ
史
料
に
、
四
天
王
寺
に
所
蔵
さ
れ
る

如
法
尊
勝
法
御
修
法
日
記

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
本

支
度
文
書

と
同
様
、
過
去
の
修
法
に
関
す
る
注
進
や
巻
数
が
収
め
ら
れ
、
書
写
の
典
拠
が
最
後
に
記
録
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

日
記

と
称
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

如
法
尊
勝
法
御
修
法
日
記

に
は
、
そ
の
典
拠

の
一
つ
と
し
て

覚
洞
院
僧
正
御
記

と
い
う
聖
教
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

覚
洞
院
僧
正

と
は
、
本

支
度
文
書

の
書
写
者
で
あ

る
勝
賢
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
が
修
法
の
注
進
・
巻
数
を
記
録
し
た
も
の
も
ま
た
、

御
記

（

日
記

の
尊
称
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
は
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
、
修
法
の
支
度
に
つ
い
て
記
録
し
た
も
の
が
、

日
記

（
或
い
は

御
記

）
と

真宗総合研究所研究紀要 第26号



称
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
内
容
が
次
第
に
参
照
さ
れ
る
形
で
継
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

え
て
く
れ
ば
、
勝
賢
自
身
が

支
度
文
書

の
典
拠
と
し
て

雑
々
日
記

と
い
う
表
記
の
仕
方
を
し
て
い
る
以
上
、
そ

の
典
拠
に
、
抄
物
の
み
で
は
な
く
、
修
法
の
支
度
記
録
で
あ
る
と
こ
ろ
の

日
記

に
あ
た
る
も
の
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
東
密
僧
頼

が
著
し
た
著
作

秘
鈔
問
答

の
記
述
に
注
目
し
て
み
た
い
。
同
書
に
は
、
如
法
尊
勝
法
の

項
目
が
立
て
ら
れ
、
問
答
形
式
で
同
法
の
内
容
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
典
拠
と
し
て
頼

は
、
前
掲

秘
蔵
金
宝
抄

等
の
抄
物
と

と
も
に
、

勧
修
寺
寛
信
法
務
記

な
る
如
法
尊
勝
法
の
修
法
の
日
記
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
川
通
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
小
野
流
の
範
俊
（
一
〇
三
八
〜
一
一
一
二
）
の
始
修
に
か
か
る
如
法
尊
勝
法
は
、
そ
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
前
述
の
勧

修
寺
寛
信
に
よ
り
文
書
聖
教
化
さ
れ
て
、
小
野
流
の
修
法
と
し
て
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
醍
醐
寺
勝

賢
は
、
如
法
尊
勝
法
に
つ
い
て

支
度
文
書

を
記
し
、
自
ら
が
聖
教
化
す
る
段
階
で
、
寛
信
の
時
代
に
同
修
法
が
文
書
聖
教
化
さ
れ
た
歴

史
的
事
実
を
認
識
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、

勧
修
寺
寛
信
法
務
記

を

雑
々
日
記

の
一
つ
と
し
て
書
写
の
参

と
し
た
可
能
性
も

え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の

支
度
文
書

は
、
聖
教
の
形
成
過
程
に
関
す
る
種
々
の
興
味
深
い
事
実
を
読
み

取
る
こ
と
が
可
能
な
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
東
寺
本

春
記

の
う
ち
、
著
述
で
は
な
く
、
支
度
文
書
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
の
は
本
巻
の
み
で
あ
る
点
に
つ
い
て
付
言
し
て

お
き
た
い
。
東
寺
本

春
記

に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
巻
に
お
い
て
も
、
紙
背
聖
教
よ
り
も
本
文
が
先
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
既
に
判
明
し

て
い
る
が
、
こ
の
本
文
に
注
目
す
る
と
、
上
述
の
よ
う
に
、
本
巻
に
は
、
尾
欠
と
は
い
え
、
永
承
七
年
四
月
条
よ
り
六
月
十
日
条
ま
で
が
記

さ
れ
、
次
に
述
べ
る
第
三
巻
に
は
同
年
七
月
条
よ
り
九
月
条
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
巻
に
つ
い
て
は
、
紙
背
聖
教
の
性
格

に
関
し
て
は
他
の
巻
と
異
な
る
も
の
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
料
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
た

春
記

本
文
と
し
て
は
、
他
の
巻
と
の
繫
が
り
が

強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
い
ず
れ
の
紙
背
聖
教
に
つ
い
て
も
東
密
系
の
も
の
で
あ
る
点
に
お
い
て
は
共
通

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
今
後
、
そ
の
内
容
を
総
合
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
中
で
、
本

支
度
文
書

が
書
写
の
対
象
と
な
る
聖
教
と
し
て
選
ば
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れ
た
理
由
も
明
確
に
な
る
も
の
と

え
る
。

最
後
に
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
第
三
巻
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
巻
は
、
縦
二
七
・
七
セ
ン
チ
、
長
六
九
二
・
六
セ
ン
チ
、
界
高
二

三
・
九
セ
ン
チ
、
全
十
四
紙
。
本
文
に
は
永
承
七
年
七
月
条
よ
り
九
月
条
が
記
さ
れ
、
紙
背
に
は

四
種
大
乗
浅
深
記

を
収
め
る
。
第
十

四
紙
の
紙
背
に
は
、

四
種
大
乗
浅
深
記

寛
有
作

と
あ
り
、
第
十
三
紙
よ
り
聖
教
本
文
が
書
き
起
こ
さ
れ
る
。
末
尾
は
第
四
紙
に
あ
た

り
、

永
万
二
年
夏
比
於
光
明
寺
造
書
了
／
金
剛
仏
子
（
梵
字
二
字
）
作

と
奥
書
が
記
さ
れ
る
。
実
際
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
右
に
記
し

た

永
万
二
年
（
一
一
六
五
）

以
下
の
文
章
が
、
本
奥
書
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
第
一
巻
・
第
二
巻
と
同
様
に
、
本
文
と
紙
背
と
の
間
に
書

写
の
時
間
的
懸
隔
が
殆
ど
窺
わ
れ
な
い
こ
と
、
等
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
上
の
点
か
ら
、
少
な
く
と
も

春
記

本
文
が
永
万

二
年
以
前
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
紙
背
聖
教
の
著
者
が
寛
有
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
以
上
に
述
べ
た
京
博
所
蔵
本
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
紙
背
聖
教
の
末
尾
に
白
紙
部
分
の
多
い
こ
と
が
確
認
で
き
、
聖
教
の
書
写

を
前
提
と
し
て

春
記

本
文
が
切
断
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
っ
た
知
見
も
併
せ
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
上
、
本
節
で
は
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵

春
記

に
つ
い
て
、
そ
の
紙
背
聖
教
を
め
ぐ
り
現
段
階
で
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
、
検

討
を
加
え
た
次
第
で
あ
る
。

お

わ

り

に

以
上
、
二
節
に
わ
た
っ
て
、
東
寺
本

春
記

紙
背
を
め
ぐ
り
、
そ
の
中
心
を
構
成
す
る
寛
有
と
そ
の
紙
背
聖
教
類
に
つ
い
て
、
現
段
階

で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
報
告
し
た
。

従
来
、
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
、
寛
有
の
人
物
的
・
社
会
的
背
景
、
さ
ら
に
は
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵

春
記

紙
背
聖
教
の
成
立
と

内
容
に
つ
い
て
、
新
た
な
種
々
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
た

察
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た

種
々
の
事
実
は
、

春
記

本
文
と
紙
背
聖
教
と
の
関
係
を

え
る
上
で
も
様
々
な
示
唆
に
富
む
も
の
と
い
え
よ
う
。

真宗総合研究所研究紀要 第26号



た
だ
、
こ
う
し
た
、
紙
背
に
東
密
系
の
聖
教
を
持
つ
古
記
録
が
何
故
成
立
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
東
寺
に
お
い
て
伝
世
さ
れ
て
き
た
の

か
、
こ
の
基
本
的
な
疑
問
点
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
可
能
性
が

え
ら
れ
る
も
の
の
、
な
お
明
確
な
答
え
を
出
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ

れ
ま
で
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
種
々
の
事
実
が
更
に
明
ら
か
に
な
っ
た
今
、
か
か
る
疑
問
点
に
つ
い
て
、
一
層
注
意
深
く

察
す
る
必
要
が
あ

る
と

え
て
い
る
。
今
回
の
共
同
研
究
で
得
ら
れ
た
成
果
に
基
づ
き
、
本
学
所
蔵

春
記

を
含
む
、
平
安
時
代
の
寺
院
聖
教
と
古
記
録
の

問
題
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
各
方
面
・
分
野
か
ら
の
総
合
的
な
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

註

代
表
者

佐
々
木
令
信

平
安
時
代
古
記
録
の
研
究

（

真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要

第
二
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）

真
言
宗
全
書

第
三
十
九
巻

尊
卑
分
脈

第
一
（

新
訂
増
補
国
史
大
系

）

春
記

永
承
七
年
四
月
四
日
条

公
卿
補
任

康
平
七
年
条
（

新
訂
増
補
国
史
大
系

）

玉
井
力

院
政

支
配
と
貴
族
官
人
層

（

日
本
の
社
会
史

第
三
巻

権
威
と
支
配

岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年

の
ち
、
同
氏

平
安
時
代
の
貴

族
と
天
皇

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）

源
俊
房
の
日
記

水
左
記

の
承
暦
元
年
八
月
一
日
条
に
、

後
聞
、
中
納
言
能
季
卿
、
右
京
大
夫
藤
原
通
家
朝
臣
、
信
濃
前
司
伊
綱
、
依
疱
瘡
逝
去

と
あ
る
。

尊
卑
分
脈

、

僧
歴
綜
覧

（
笠
間
書
院
、
一
九
七
六
年
）

朝
野
群
載

巻
第
七

公
卿
家
（

新
訂
増
補
国
史
大
系

第
二
十
九
巻
上
）

註

前
掲
史
料
、

近
衛
府
補
任

第
二

同
右

第
二

註

前
掲
玉
井
論

国
司
補
任

第
五
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神
田
茂

春
記
の
伝
本
に
関
す
る

察

（

史
学
雑
誌

第
五
十
六
編
第
一
号
、
一
九
四
五
年
）

石
山
寺
校
倉
聖
教
第
十
函
、
石
山
寺
口
決
第
六
函

殿
暦

康
和
三
年
十
月
二
十
七
日
条
、
同
五
年
九
月
二
十
一
日
条
（

大
日
本
古
記
録

）

殿
暦

康
和
五
年
十
二
月
九
日
条

殿
暦

康
和
四
年
九
月
十
七
日
条

殿
暦

天
仁
二
年
十
月
七
日
条

朝
野
群
載

第
五

朝
儀
下

所
収

殿
上
月
奏

註

前
掲
史
料

中
右
記

長
承
二
年
五
月
二
十
八
日
条
（

増
補
史
料
大
成

）

村
上
泰
教

寛
有
作

顕
密
立
教
差
別
記

に
つ
い
て

（

密
教
学
研
究

第
四
十
号
、
二
〇
〇
八
年
）

註

前
掲
村
上
論

真
言
宗
全
書

第
十
七
巻

大
阪
大
谷
大
学
教
授

宇
都
宮
啓
吾
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

石
山
寺
口
決
第
六
函

註

前
掲
史
料

註

前
掲
村
上
論

大
正
新
脩
大
蔵
経

第
七
十
八
巻

覚
禅
抄

如
法
尊
勝
上
（

大
日
本
仏
教
全
書

）

抄
第
六

（

仁
和
寺
御
経
蔵

第
一
一
八
箱
）、

密
宗
血
脈
抄

（

真
言
宗
全
書

第
二
十
五
巻
）

杉
橋
隆
夫

四
天
王
寺
所
蔵

如
意
宝
珠
御
修
法
日
記

・

同

紙
背
（
富
樫
氏
関
係
）
文
書
に
つ
い
て

（

史
林

第
五
十
三
巻
第
三
号
、
一
九
七

〇
年
）大

正
新
脩
大
蔵
経

第
七
十
九
巻

上
川
通
夫

史
料
紹
介

如
法
尊
勝
法
院
宣
等

保
延
六
年

｜
大
覚
寺
聖
教

（

古
文
書
研
究

第
四
十
号
、
一
九
九
五
年

の
ち
、
同
氏

日
本
中
世
仏
教
史
料
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論

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）

覚
禅
抄

如
法
尊
勝
に
お
い
て
も
、

勧
修
寺
寛
信
法
務
記

が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。
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